
小こ

林ば
や
し

　香か

織お
り

さ
ん

災
害
医
療
に
従
事
　

　「
母
が
保
育
士
だ
っ
た
た
め
、
自

分
も
目
指
そ
う
と
思
っ
た
が
、
看
護

師
の
資
格
で
看
護
師
と
し
て
も
保
育

園
で
働
く
こ
と
が
で
き
る
と
知
り
、

資
格
を
取
っ
た
こ
と
が
看
護
師
に
な

る
き
っ
か
け
」と
話
す
の
は
済
生
会

川
内
病
院
に
勤
務
す
る
小
林
さ
ん
。

　
済
生
会
川
内
病
院
は
、
原
子
力
災

害
時
に
被
災
地
域
の
原
子
力
災
害
医

療
の
中
心
と
な
っ
て
機
能
す
る「
災

害
医
療
拠
点
お
よ
び
被
ば
く
医
療
機

関
」に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
小
林
さ
ん
は
、
被
災
地
で
適
切
な

医
療
・
看
護
提
供
を
行
う
災
害
支
援

ナ
ー
ス
や
大
規
模
な
災
害
や
事
故
の

発
生
時
に
、
被
災
地
に
迅
速
に
駆
け

付
け
、
救
急
医
療
を
行
う
た
め
の
専

門
的
な
訓
練
を
受
け
た
災
害
派
遣
医

療
チ
ー
ム（
Ｄデ

ィ
ー
マ
ッ
ト

Ｍ
Ａ
Ｔ
）の
資
格
を

持
っ
て
い
ま
す
。

人
生
の
転
機

　
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
資
格
を
取
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
の
は
、
平
成
23
年
３
月

11
日
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災
。

　「
同
じ
日
本
で
こ
の
よ
う
な
災
害

に
遭
っ
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
と
い

う
こ
と
に
何
と
も
言
え
な
い
気
持
ち

に
な
っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
何
も

で
き
ず
何
事
も
な
く
過
ご
し
て
い

る
自
分
に
複
雑
な
感
情
が
あ
っ
た
」

と
言
い
ま
す
。
さ
ら
に
小
林
さ
ん
は
、

「
も
し
も
の
時
に
分
か
ら
な
い
こ
と

が
あ
る
こ
と
が
怖
い
。
い
ざ
と
な
っ

た
時
に
動
揺
せ
ず
に
行
動
し
、
一
人

で
も
多
く
の
人
の
命
を
救
え
る
よ
う

に
学
び
た
い
と
思
っ
た
」と
話
し
ま

す
。

　
そ
こ
で
、
勤
務
先
の
病
院
の
許
可

を
得
て
、
長
崎
大
学
大
学
院
に
入
学

し
、
災
害
・
被
ば
く
医
療
科
学
を
専

攻
し
ま
し
た
。「
大
学
院
で
の
２
年
間

は
仕
事
と
家
庭
の
両
立
で
大
変
だ
っ

た
が
、
周
り
の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら

乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た
」と
笑

顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

災
害
現
場
で
の
活
動
を
通
じ
て

　
令
和
６
年
１
月
に
発
生
し
た
能
登

半
島
地
震
で
、
小
林
さ
ん
は
石
川
県

輪
島
市
の
病
院
支
援
に
派
遣
さ
れ
ま

し
た
。
厳
し
い
環
境
の
中
、
看
護
師

た
ち
が
疲
弊
し
な
が
ら
働
く
姿
を
見

て
、
被
災
者
で
も
あ
り
、
支
援
者
で

も
あ
る
と
感
じ
た
そ
う
で
す
。

　
小
林
さ
ん
は
、「
日
々
の
生
活
の

中
で
地
域
の
人
を
気
に
掛
け
て
ほ
し

い
。
災
害
時
に
一
番
大
切
な
の
は
、

地
域
の
人
と
の
つ
な
が
り
。
手
を
取

り
合
う
こ
と
で
人
的
被
害
は
大
幅
に

削
減
で
き
る
。
何
か
あ
っ
て
か
ら
で

は
遅
い
の
で
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や

原
子
力
防
災
ア
プ
リ
を
使
っ
て
自
分

の
地
域
の
災
害
被
害
予
想
や
避
難
経

路
を
確
認
し
て
い
て
ほ
し
い
」と
言

い
ま
す
。

原
子
力
災
害
医
療
の
普
及

　「
仕
事
に
励
み
な
が
ら
、
愛
犬
２

匹
と
過
ご
し
、
子
ど
も
た
ち
の
夢
を

応
援
し
た
い
」と
穏
や
か
な
日
常
を

望
む
小
林
さ
ん
。

　
普
段
は
病
院
勤
務
以
外
に
、
看
護

師
や
看
護
学
生
に
向
け
て
講
義
を

行
っ
て
い
ま
す
。「
学
ん
だ
こ
と
を
一

人
で
も
多
く
の
人
に
伝
え
、
災
害
時

に
医
療
従
事
者
の
不
安
を
軽
減
し
、

支
援
し
て
い
き
た
い
」と
原
子
力
災

害
医
療
の
普
及
に
対
す
る
思
い
を
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
患
者
さ
ん
の
ケ
ア
や
診

療
の
補
助
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
人
々
に
寄
り
添

い
、
私
た
ち
の
健
康
を
守

る
看
護
師
。

　
今
回
は
、
済
生
会
川
内

病
院
に
勤
務
し
な
が
ら
、

も
し
も
の
時
に
備
え
、
原

子
力
災
害
医
療
の
普
及
に

励
む
看
護
師
の
思
い
に
寄

り
添
い
ま
す
。

　文字通り、その人の隣にいて、思いに寄り添うことや
人柄を表す言葉「人となり」をイメージしたコーナーで、
人物や活動の紹介だけでなく、その人の思いにスポット
を当てることを目的としています。

　「人のとなりに」とは…

▲長崎大学病院での研修の様子

▲愛犬と娘さんと写る小林さん（左）
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▲消火活動の様子▲消火活動の様子
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「みんなの１１９」

火
災
　
38
件

救
急
　
４
９
０
４
件

　火災件数は令和５年より４件増加し、38 件でした。おおよそ 10 日に１件の割合で発生したことになります。火災
種別は建物火災 16 件、林野火災４件、車両火災３件、その他火災 15 件でした。出火原因はグラフのとおりで、｢た
き火｣ が原因の火災が多くなっています。たき火などの焼却行為は農作業に伴う軽微なものを除き、原則禁止されて
います。また、枯草焼きなどを行う際は、火災の煙と間違わないようにするため、消防署への届出が必要です。

　救急件数は令和５年より 57 件減少し、4,904 件でしたが、市町村合併後２番目に多い件数でした。これは１日当
たり約 13 件発生したことになります。なお、搬送人員は令和５年より 34 人減少し、4,308 人でした。

　水中ドローンは、令和６年に本市在住の山
やま
室
むろ
克
かつ
己
み
様より寄贈いただき、

消防本部に配備し、海や川などの水難事故の際に活用しています。
　本体に装着されている４Kカメラや超広角魚眼レンズ、AIの水中画像補
正で、画像がより広く、鮮明に映ることで、要救助者の早期発見につなが
ります。
　水深 100ｍまで潜ることができ、360度全方向に移動が可能になって
います。また、LED照明システムが搭載されているため、これまでできな
かった夜間の情報収集も可能になりました。事故発生時には当局潜水隊と
連携して、救助活動にあたります。

問合先／消防局予防課　（22）0135 ▲消防局ホームページ

新資機材を紹介します！ ｢水中ドローン｣

自主防災訓練や消防訓練の計画の際は、防災研修センターをご利用ください。

令和６年 火災・救急統計
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▲救急活動の様子
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